














It is no doubt that elderly persons are one important element of diversity. They are, however, not fully utilized in 
diversity context. Are they not understood as an element in general society, or is there any other reason? To confi rm the 
general understanding of elderly person in diversity, Newspaper (Nihon Keizai Shimbun) articles 2013-2019 with key 
word “diversity” extracted by database system are checked through. As a result, elderly persons seemed to have been 
considered as one group of the diversity element only on surface level for 20years. Results implies that people actually 
recognize them as isolated bunch with little relationship in diversity context. 
Keywords: Diversity,   Inclusion,   Elderly,   Women,   Newspaper Article,   Nihon Keizai Shimbun
ダイバーシティにおける高齢者（2）
─ 2013年以降の新聞記事分析を通じて─
Elderly person in diversity (2)













































はグローバル人材 2が 5件，外国人（労働者）が 3件，障碍者 2件，世代（若者）1件，分類不能ないし特
に明記がなく包括的に表現していると判断されるものが 2件であった。複数の項目にわたる記事があるため，










































世代を取り上げたものが 1件，障碍者 1件，その他に分類したもの 5件，ダイバーシティの内容を特定して
いない（包括的に論じている）記事が 5件あった。高齢者を内容とした記事は抽出されなかった。
「その他」に分類したものの内容は以下の通りである。①スタッフの専門性が多様であるという記事（2015
年 4月 16日付），②女性とともに博士号取得者を多様性の一環ととらえる記事（2015年 4月 26日付），航






















































材が 3件，高齢者・年齢差別の記事が 3件，LGBT2件，障碍者 1件と続いた。なお，「その他」が 7件，分
類が困難な記事が 3件あった（重複部分などがあり，合計数は一致しない）。
「その他」に分類した記事は，以下の通りである。①米国大学生の出身雇用の多様性を指している記事（2017






記事（2017年 12月 18日付），の 7件である。
分類が困難な記事 3件は，①時間と場所にとらわれない働き方をする人にスポットを当てた記事（2017
年 1月 7日），②米国入国制限の記事（移民を想定しているようにみえるが，「外国人労働者」との区別が難


















大学教授（同）が各々ダイバーシティを論じている（前者につき 2017年 3月 17日付，後者については『経



















2018年の抽出記事総数は 106件であった（上半期 58件，下半期 48件）。本稿とは無関係と判断したもの
が 11件，企業人事記事は 35件あった。実質記事数は 60件である。女性記事は 44件で 2018年も一番多かった。
グローバル人材・多国籍人材，外国人が 9件，高齢者は LGBTとともに 8件であった。人種・国籍・宗教
は 6件となり，包括的な記述は 4件にとどまった。「その他」で分類したものは 7件あった。分類が困難な
ものが 4件となった。3件以下は省略する。
「その他」と分類した記事内容は，以下の通りである。①家族の在り方（家族観）の多様性を論じた記事




（2018年 11月 29日），⑦女性，人種，国籍などに加え，教育の内容を例としている記事（2018年 12月 12日），
の 7件である。
分類が困難な記事は以下の通りである。記事数としては 3件であるが，うち 2件は実質的に同じ内容を扱っ










る記事（2018年 2月 23日付）や性別，国籍とともに年齢（差別）を挙げる記事（2018年 10月 1日付）と
いう具合である。他は，女性，外国人，シニア（2018年 10月 22日付），性別，年齢，国籍，宗教，性的志
向（2018年 10月 29日付），外国人，性別，年齢，国籍，職歴（2018年 11月 10日付），女性，外国人，シ
ニア，障碍者，短時間勤務者（2018年 11月 19日付），女性，人種，国籍，性別，年齢，教育の違い（2018




2019年は 124件が抽出された（上半期 77件，下半期 47件）4。無関係と判断したものは 6件，企業人事
記事が 35件あり，実質 83件となった。女性に関する記事が最も多いのは変わらない（47件）。次いで多い
ものは人種・国籍の 5件であった。LGBTが 4件，高齢者，障碍者，グローバル人材・外国人が 3件，世代












































データ抽出結果は以下の通りである。抽出総数は 31件であった。今回最も古い記事は 2003年 1月 6日付
「埼玉県，障害を持つ子供，普通学級にも籍─ 2004年度導入検討」という記事であった。経営組織における
インクルージョンの例ではないが，言葉としては最初の登場は 2000年代前半と確認できた。以降，2009年
7月 5日付の記事が 1件抽出された。ただし，同記事は政府の IT戦略に関する社説記事であり，本稿が対
象とするダイバーシティに対応するような意味合いでは使われていない。同記事以後 6年程度は抽出される
記事がなかった。時系列で次に抽出された記事は 2015年 3月 21日付の記事で，管理職の意識変革を主張す












暦年 分析対象件数 女性 高齢者 高齢者記事に関する注記
2013年 23 12 0 高齢者を対象とする記事なし
2014年 50 35 2 未来予想と国の顕彰事業紹介
2015年 41 23 0 高齢者を対象とする記事なし
2016年 47 28 1 ダイバーシティ経営における無意識の偏見がテーマ
2017年 72 38 3 3本のシリーズ記事。年齢の基づく考え方の再考を提言
2018年 60 44 8 いずれの記事も女性・障碍者等他の特性との併記（例示列挙）



















































































1 本稿における 1年は年度ではなく，1月 1日から 12月 31日までの暦年を指している。
2 記事上に現れるグローバル人材あるいは多国籍人材といわゆる外国人（労働者）の判別ないし明確な分
類は困難な場合がある。本稿における整理では極力記事の文面表記から判断しているが，必ずしもに明
瞭に区別がつかない場合もある。
3 「経済教室」は日本経済新聞のコラム記事の一つである。経済・経営をはじめとする多様な分野の専門
家が執筆し，学術的要素を含む内容となっている場合が多い。
4 2019年下半期の記事を確認している途上で，「ダイバーシティ」という単語が文中にない場合でも「人
材の多様性」という言葉が文中に入っていれば該当記事として抽出されてくるケースがあると判明した。
いつからの変化か，抽出原因は何か，という点は正確には把握できなかった。今回は「ダイバーシティ」
という単語が記事中にあるかどうかにかかわらず，抽出されたものは同等に扱うものとした。
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